
　

四
月
二
十
四
日
、
友
部
社
会
福

祉
会
館
で
、
平
成
二
十
八
年
度
東

支
部
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
二
十
八
年
度
の

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提

案
さ
れ
、
執
行
部
の
原
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

　
　

高
齢
者
福
祉
、
児
童
の
育
成
・

安
全
確
保
等
の
事
業
を
多
く
の

人
々
の
考
え
を
尊
重
し
て
推
進

し
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
に
努

め
る
。

一 

地
域
交
流
事
業
活
動
支
援

㈠�

県
立
友
部
特
別
支
援
学
校
と
の

交
流

㈡
友
部
小
学
校
と
の
交
流

㈢
児
童
の
交
通
安
全
、
防
犯
活
動

　

・
通
学
路
立
哨
活
動

　

・
青
色
防
犯
車
パ
ト
ロ
ー
ル

㈣
各
地
区
敬
老
会
の
協
力
参
加

二  

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

促
進

㈠
三
世
代
の
集
い
支
援

・
五
平
地
区
・
盆
踊
り
大
会　
　

・
柿
橋
地
区
・
柿
橋
総
区
運
動
会�

・
原
店
地
区
・
ど
ん
と
焼
き

㈡
南
友
部
八
区
・
初
詣
の
会

三 

モ
デ
ル
地
区
の
育
成

・
鴻
巣
地
区
・
祇
園
祭
り

・
南
友
部
・
子
供
み
こ
し
大
会

・��

西
飯
田
地
区
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

四  

高
齢
者
の
親
睦
・
健
康
づ

く
り
支
援

㈠
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

㈡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

五 

児
童
の
健
全
育
成
支
援

㈠
各
子
ど
も
会
活
動
の
資
金
助
成

㈡
子
ど
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

　

会
（
新
事
業
）

六 

各
種
研
修
会
開
催

㈠�

支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
研
修

会
㈡�

友
部
公
民
館
共
催
事
業
（
出
前

講
座
）

七 

災
害
地
の
支
援
活
動

　

市
内
、
県
内
、
県
外
で
の
支
援

八 

女
性
部
の
活
動

㈠
高
齢
者
福
祉
活
動
推
進

　

�

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
①
ミ
ニ
サ
ロ

ン
、
②
対
話
と
食
事
会

㈡
配
食
サ
ー
ビ
ス

㈢
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー

㈣
女
性
部
研
修
会

九 

広
報
委
員
会
の
活
動

㈠�

広
報
紙
支
部
だ
よ
り「
ひ
が
し
」

発
行
（
年
４
回
）

㈡
広
報
委
員
研
修
会

十 

会
員
会
費
の
募
集

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
す
る
た

め
、
会
員
会
費
を
区
長
、
班
長
、

福
祉
推
進
員
、
民
生
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
募

集
す
る
。

二
十
八
年
度
東
支
部
役
員

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

支
部
長   

　
内
桶 

正
夫

副
支
部
長
　
綿
引 

隆
信

副
支
部
長
　
鈴
木 

義
雄

副
支
部
長
　
石
﨑 

千
賀
子

会
計
　
　
　
山
口 

裕

会
計
　
　
　
橋
本 

由
合
子

監
事
　
　
　
菱
沼 

征
一

監
事
　
　
　
滝
本 

洋
一

　女
性
部
長　

石
﨑 

千
賀
子

〃
副
部
長

　  

（
新
任
）
鶴
田 

ふ
く（
南
友
部
）

〃
副
部
長　

岩
田 

正
子  

（
柿
橋
）

〃
副
部
長　

友
部 

由
紀
江

　
　
　
　
　 

　
　（
宮
前
・
鴻
巣
）

〃
副
部
長　

鈴
木 

龍
子  

（
五
平
）

広
報
委
員
長
　
西
澤 

暉
雄

民
児
委
員　

皆
川 

勇

　
　
　 

（
南
友
部
・
宮
前
・
鴻
巣
）

民
児
委
員　

生
天
目 

純
子

　
　
　    

　
　
　（
五
平
・
柿
橋
）

共 生 の

　 心 一 つ に

　 　 町 光 る

発行日

発 行

編 集

印 刷

平 成 28 年 6 月 23 日

笠 間 市 社 協 東 支 部

広 報 委 員 会

有限会社�テクノプラン

第 1 4 0 号

リハビリセンターの桜満開（撮影　市川惣三郎）

＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　 ＜支出の部＞
科目 Ｈ２７年決算額 Ｈ２８年予算額 科目 Ｈ２７年決算額 Ｈ２８年予算額

会員会費還元金 1,111,750� 1,150,000� 事務費 14,212� 30,000�
福祉コミュニティー助成金 50,000� 50,000� 会議費 69,146� 50,000�
広報助成金 111,175� 115,000� 組織強化費 86,520� 50,000�
繰越金 600,383� 467,787� 慶弔費 10,000� 10,000�
雑収入 84,300� 49,213� 事業費 388,254� 370,000�

女性部 439,179� 540,000�
広報委員会 185,053� 220,000�
役員研修費 63,173� 100,000�
地域活動推進費 140,000� 160,000�
予備費 94,284� 302,000�
繰越金 467,787� −−−−−−

合計 1,957,608� 1,832,000� 合計 1,957,608� 1,832,000�

平成２７年度収支決算報告と平成２８年度収支予算



　

生
ま
れ
つ
き
楽
天
的
と
い
う
よ

り
は
ノ
ー
テ
ン
キ
な
性
格
で
あ

る
。

　

昨
年
十
月
末
、
Ｓ
字
結
腸
が
ん

と
宣
告
さ
れ
た
と
き
、
頭
に
浮
か

ん
だ
の
は
「
鰻
が
喰
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
れ
る
か
な
。」
と
、
五
年

ぶ
り
・
十
五
回
目
と
な
る
「
三
月

の
版
画
個
展
は
で
き
る
だ
ろ
う

か
。」
の
二
つ
で
、
不
思
議
と
が

ん
の
恐
怖
は
浮
か
ん
で
こ
な
か
っ

た
。

　

三
月
の
個
展
ま
で
は
四
ヶ
月
、

丁
度
作
品
作
り
の
追
い
込
み
に
か

か
っ
た
時
期
だ
っ
た
。
延
期
し
て

も
出
来
る
と
は
限
ら
な
い
。
予
定

通
り
三
月
に
や
る
こ
と
に
決
め

た
。

　

十
二
月
に
再
手
術
、
正
月
は
病

院
の
ベ
ッ
ド
で
む
か
え
て
、
個
展

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め

た
。

　

一
月
は
残
る
大
作
一
点
を
完
成

さ
せ
、
小
品
も
完
成
さ
せ
、
足
り

な
い
分
は
今
ま
で
の
私
の
歩
み
を

示
す
よ
う
な
作
品
を
選
び
出
し
て

点
数
を
何
と
か
確
保
し
た
。

　

二
月
に
入
り
、
抗
が
ん
剤
治
療

に
入
る
と
副
作
用
に
苦
し
め
ら
れ

た
が
、
体
調
が
悪
い
日
は
休
養
し

て
体
調
の
良
い
日
に
仕
事
を
す
す

め
る
こ
と
で
乗
り
切
っ
た
。

　

病
気
の
こ
と
が
知
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
十
五
回
と
区
切
り
の
個

展
で
も
あ
り
、
遠
方
よ
り
の
来
客

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
会
場
に
詰

め
切
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か

が
不
安
だ
っ
た
が
、
と
も
べ
版
画

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
日
詰
め

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
。
幸
い
批
評
・

感
想
は
好
意
的
で
病
気
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
た
。

　

個
展
終
了
後
、
徐
々
に
抗
が
ん

剤
の
副
作
用
も
軽
く
な
っ
て
き
た

感
じ
が
し
て
、
傘
寿
（
八
十
歳
）

に
は
次
の
個
展
を
と
計
画
し
て
い

る
。

　

余
談
な
が
ら
ま
だ
鰻
は
食
べ
て

い
な
い
。
も
う
少
し
体
力
が
回
復

し
て
美
味
し
く
喰
べ
ら
れ
る
日
が

来
る
の
を
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

東
支
部
で
は
七
十
歳
以
上
で
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
希
望
者
に

２
回
目
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
二
月

二
十
七
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
女

性
部
が
心
を
込
め
て
調
理
し
た

六
十
食
の
お
弁
当
は
東
支
部
や
女

性
部
の
役
員
が
お
届
け
し
ま
し

た
。

　

熊
本
・
大
分
両
県
の
大
規
模
な

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
尚
活
発
な
地
震
活
動
が
続

き
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る

方
々
、
一
日
も
早
く
復
旧
し
穏
や

か
な
生
活
を
送
る
事
が
出
来
る
様

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

八
月
に
は
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
選
手
の
皆

さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
と
い
い
で
す

ね
。

　

今
後
も
地
域
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
御
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
深
谷
）

編
集
あ
と
が
き

　

三
月
六
日
（
日
）
社
協
の
二
階

に
て
、
柿
橋
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
対
話

と
食
事
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

天
気
が
雨
の
予
報
で
し
た
の
で

心
配
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
春
の

陽
気
の
暖
か
い
日
と
な
り
、
区
長

さ
ん
、
民
生
委
員
さ
ん
、
役
員
を

入
れ
て
総
勢
九
十
二
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
人
数
の

多
さ
に
、
お
料
理
を
作
る
の
も
、

ま
た
テ
ー
ブ
ル
を
ど
の
よ
う
に

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
ら
い
い
の
か

と
、
朝
早
く
か
ら
役
員
は
大
忙
し

で
す
。
し
か
し
、
開
会
の
十
一
時

半
の
頃
に
は
、
ど
う
に
か
お
料
理

も
並
び
、
楽
し
く
会
食
、
そ
の
後

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
正

琴
の
演
奏
に
皆
さ
ん
う
っ
と
り
、

「
高
校
三
年
生
」
を
合
唱
す
る
な

ど
青
春
真
っ
盛
り
、
ア
ン
コ
ー
ル

が
出
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
し
た
。

続
い
て
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
も
ま

た
素
晴
ら
し
く
、
昔
懐
か
し
い
曲

に
遠
く
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
カ
ラ

オ
ケ
大
会
に
な
り
、
食
事
会
も

あ
っ
と
い
う
間
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
帰
り
際
に
「
お
料
理
美

味
し
か
っ
た
よ
」「
楽
し
か
っ
た

よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

私
た
ち
役
員
も
そ
の
声
に
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
次
の
日
、
あ
る
役
員
宅

に
「
昨
日
は
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
よ
！
」
と
い
う
内
容
の
手
紙
が

入
っ
て
い
た
と
聞
き
、
大
感
激
で

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
役
員
の

皆
様
、
朝
早
く
か
ら
一
日
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
う

の
す
団
地
内
に
大
き
な
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、「
災
害
用
の
機

材
が
整
っ
て
い
な
い
」、「
非
常
時

の
水
の
確
保
が
で
き
な
い
」、「
住

民
相
互
の
安
否
確
認
の
仕
組
み

が
な
い
」
な
ど
多
く
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

二
十
四
年
十
月
に
自
主
防
災
会
が

結
成
さ
れ
、
地
域
防
災
の
様
々
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。���

　

こ
う
の
す
団
地
内
の
７
つ
の
班

か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
防
災

委
員
が
、
防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
、

機
材
の
整
備
な
ど
の
企
画
立
案
・
運

営
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
友
部
消

防
署
の
指
導
に
よ
る
「
煙
ハ
ウ
ス
で

の
煙
体
験
」
や
「
毛
布
を
利
用
し
た

応
急
担
架
に
よ
る
搬
送
訓
練
」
を

行
っ
た
り
、
防
災
科
学
研
究
所
の
防

災
博
士
「
Dr
．
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

に
よ
る「
防
災
科
学
シ
ョ
ー
」や「
空

き
缶
を
利
用
し
た
炊
飯
体
験
」
を

行
っ
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
参
加

で
き
る
防
災
訓
練
・
イ
ベ
ン
ト
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炊
き
出

し
で
調
理
し
た
豚
汁
の
試
食
な
ど

の
他
に
「
餅
つ
き
」
や
「
縁
日
ゲ
ー

ム
」
な
ど
も
併
せ
て
実
施
し
、
こ
う

の
す
団
地
内
の
親
睦
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
防
災
活
動
に
継
続

的
に
取
り
組
み
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

作品「眺望・千曲川」の前で

応急担架による搬送訓練


